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ChatGPT 4o 

共有する 

 

あなた: 

「モーターコアの性能を素材の工夫で大幅に向上させる」アイデアを１０個創出してく

ださい。アイデアは、発明の概要、発明の課題、課題の解決手段、発明の効果に分け

て記載してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

1. ナノ材料を使用したモーターコア 

• 発明の概要: 

モーターコアの鉄損を減少させるため、鉄粉の表面にナノ材料層をコーティン

グする。 

• 発明の課題: 

従来のモーターコアの鉄損が高く、エネルギー効率が低下している。 

• 課題の解決手段: 

ナノ材料を用いたコーティングで、磁気損失を減少しつつ強度を保つことで、

高効率を実現。 

• 発明の効果: 

高周波領域での鉄損減少により、モーターのエネルギー効率が向上。 

 

2. 非晶質合金コアの採用 

• 発明の概要: 

モーターコアに非晶質合金を使用することで、渦電流損失を低減する。 

• 発明の課題: 

渦電流損が大きく、効率が悪化しているモーターの性能改善。 

• 課題の解決手段: 

非晶質合金は結晶粒がないため、渦電流の発生を最小限にする。 

• 発明の効果: 

高効率で軽量なモーターを実現し、エネルギー消費を削減。 
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3. カーボンナノチューブを利用した電磁シールドコア 

• 発明の概要: 

モーターコアの層間にカーボンナノチューブを挿入し、電磁波干渉を防止。 

• 発明の課題: 

外部からの電磁波干渉による誤動作の防止。 

• 課題の解決手段: 

カーボンナノチューブの高い導電性で電磁波を遮断する。 

• 発明の効果: 

モーターの動作が安定し、精度が向上。 

 

4. グラフェンを用いた熱伝導性コア 

• 発明の概要: 

モーターコアの素材にグラフェンを混合し、熱伝導性を高める。 

• 発明の課題: 

熱蓄積による効率低下と寿命の短縮を改善する必要がある。 

• 課題の解決手段: 

グラフェンの優れた熱伝導性を活用し、熱を迅速に拡散する。 

• 発明の効果: 

モーターの長寿命化と高効率動作が可能。 

 

5. 樹脂と鉄粉のハイブリッドコア 

• 発明の概要: 

樹脂と鉄粉を混ぜた複合材でコアを形成し、軽量化を図る。 

• 発明の課題: 

重いコアによる消費電力の増大。 

• 課題の解決手段: 

鉄粉の磁気特性を活かしつつ、樹脂で軽量化を実現する。 

• 発明の効果: 

省エネルギー型モーターが可能となり、移動体への応用も容易。 

 

6. 酸化鉄系コーティングによる防錆コア 

• 発明の概要: 

コア表面に酸化鉄系コーティングを施し、防錆性能を向上させる。 
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• 発明の課題: 

モーターの長期間使用における錆の発生。 

• 課題の解決手段: 

防錆コーティングにより、湿気や腐食からコアを保護する。 

• 発明の効果: 

長期的な耐久性が向上し、メンテナンスコストを削減。 

 

7. 磁性セラミックスを使用した低ノイズコア 

• 発明の概要: 

磁性セラミックスを用いることで、モーターの騒音を低減する。 

• 発明の課題: 

モーター動作時の騒音が大きく、快適性を損なう。 

• 課題の解決手段: 

振動吸収性の高い磁性セラミックスをコアに用いる。 

• 発明の効果: 

静粛性の高いモーターが実現できる。 

 

8. 粉末冶金法で作成する高精度コア 

• 発明の概要: 

粉末冶金法を用いて、複雑な形状のコアを高精度で製造する。 

• 発明の課題: 

複雑な形状のコアを従来の製法では正確に製造できない。 

• 課題の解決手段: 

粉末冶金法で材料を成形し、複雑なデザインを実現。 

• 発明の効果: 

設計の自由度が増し、モーターの多様な用途に対応可能。 

 

9. 繊維強化プラスチックを使用した絶縁コア 

• 発明の概要: 

絶縁性のある繊維強化プラスチックでコアを形成し、短絡防止を図る。 

• 発明の課題: 

絶縁不良による短絡リスクの回避。 
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• 課題の解決手段: 

強化プラスチックで絶縁性能を高め、信頼性を向上させる。 

• 発明の効果: 

安全性の向上とメンテナンスの簡素化。 

 

10. 磁性流体封入による自己修復型コア 

• 発明の概要: 

コアの隙間に磁性流体を封入し、傷がついた場合に自己修復する構造を持た

せる。 

• 発明の課題: 

摩耗や傷により磁気性能が低下する問題。 

• 課題の解決手段: 

磁性流体が傷口を埋め、元の性能を保持する。 

• 発明の効果: 

メンテナンス不要の長期間稼働が可能となる。 

4o 

あなた: 

「1. ナノ材料を使用したモーターコア 発明の概要: モーターコアの鉄損を減少させる

ため、鉄粉の表面にナノ材料層をコーティングする。 発明の課題: 従来のモーターコ

アの鉄損が高く、エネルギー効率が低下している。 課題の解決手段: ナノ材料を用

いたコーティングで、磁気損失を減少しつつ強度を保つことで、高効率を実現。 発明

の効果: 高周波領域での鉄損減少により、モーターのエネルギー効率が向上。」を詳

しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

ナノ材料を使用したモーターコアの詳細アイデア 

 

発明の概要 

モーターコアの鉄粉表面にナノ材料層をコーティングすることで、鉄損を低減し、エネ

ルギー効率の向上を目指す。ナノ材料には高い電気抵抗を持つ酸化物やカーボン系
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物質を採用し、渦電流損失を抑えつつ、コア全体の強度を保つ。特に高周波駆動モ

ーター向けの最適化が可能。 

 

発明の課題 

1. 鉄損によるエネルギーロスの増大: 

従来のモーターコアでは、高周波での運転時に渦電流損やヒステリシス損が

発生し、エネルギー効率が低下する。 

2. 高周波駆動における摩耗と劣化: 

高性能化が求められる一方、素材の強度不足が原因で、長期間の使用にお

ける摩耗が課題となっている。 

3. 耐久性と磁気性能の両立: 

従来のコーティング技術では、強度と磁気損失のバランスが不十分で、性能

向上に限界があった。 

 

課題の解決手段 

1. ナノ材料コーティングによる渦電流損失の削減: 

鉄粉表面にナノサイズの酸化物（例: 酸化チタンや酸化アルミニウム）やグラ

フェンをコーティングすることで、渦電流を遮断し、電気抵抗を向上させる。 

2. コーティング技術の最適化: 

スパッタリング法や化学蒸着（CVD）を使用し、均一かつ薄いコーティング層を

形成。これにより磁気性能の低下を抑えながら、コア全体の効率を最大化す

る。 

3. 高耐久性と接着力の強化: 

ナノ材料の化学的安定性により、摩耗や腐食に強く、長期間の使用でも剥離

しにくい。鉄粉との密着性を向上させるためのプライマー層も検討する。 

 

発明の効果 

1. エネルギー効率の向上: 

鉄損が大幅に低減されるため、電力消費が削減され、高いエネルギー効率を

維持できる。特に高周波領域での運転時に効果を発揮。 

2. 長寿命化: 

ナノ材料によるコーティングで耐摩耗性が向上し、モーターの寿命が延びる。

定期的なメンテナンスの頻度も削減できる。 
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3. 高性能モーターへの適用: 

この技術は、電気自動車（EV）、ドローン、家電製品など、様々な高性能モータ

ーに応用できる。軽量化が進むことで、モーターの総合性能も向上する。 

4. 環境負荷の低減: 

高効率モーターの使用により、エネルギーロスが削減され、二酸化炭素排出

量の低減にも寄与する。 

 

このナノ材料を使用したモーターコアは、次世代のモーター開発に不可欠な技術とな

り、特に電気自動車の駆動系や産業用モーターなど、幅広い用途での展開が期待さ

れます。 

4o 

あなた: 

「ナノ材料を使用したモーターコア」のアイデアについて、特許請求の範囲を作成して

ください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

特許請求の範囲 

 

請求項 1: 

鉄粉の表面にナノ材料をコーティングすることで構成されたモーターコアにおいて、該

ナノ材料が高い電気抵抗を有する酸化物またはカーボン系材料であり、該ナノ材料

のコーティングにより渦電流損失を低減しつつ、モーターコア全体の機械的強度を維

持することを特徴とするモーターコア。 

 

請求項 2: 

請求項 1 に記載のモーターコアにおいて、ナノ材料のコーティング層が、酸化チタン、

酸化アルミニウム、グラフェン、またはカーボンナノチューブから選ばれる少なくとも 1

つの材料で構成されていることを特徴とするモーターコア。 
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請求項 3: 

請求項 1 または 2 に記載のモーターコアにおいて、コーティング層がスパッタリング

法または化学蒸着法（CVD）により形成されることを特徴とするモーターコア。 

 

請求項 4: 

請求項 1 から 3 のいずれかに記載のモーターコアにおいて、該コーティング層が磁

性特性の低下を防止するように 0.1～10 ナノメートルの厚さで設計されていることを

特徴とするモーターコア。 

 

請求項 5: 

請求項 1 から 4 のいずれかに記載のモーターコアにおいて、鉄粉とナノ材料層との

密着性を向上させるため、コーティング層の下にプライマー層が設けられていることを

特徴とするモーターコア。 

 

請求項 6: 

請求項 1 から 5 のいずれかに記載のモーターコアにおいて、ナノ材料コーティングに

より、モーターが高周波で駆動される際の鉄損が 30％以上削減されることを特徴とす

るモーターコア。 

 

請求項 7: 

請求項 1 から 6 のいずれかに記載のモーターコアにおいて、該モーターコアが電気

自動車、産業用機械、または家庭用電化製品に搭載されるモーターに適用されること

を特徴とするモーターコア。 

 

これらの特許請求の範囲により、本発明が渦電流損失の低減、高周波領域での効率

向上、および長寿命化に寄与するモーターコアであることが明確にされます。また、ス

パッタリング法やプライマー層の導入などの具体的な構成が請求され、他社が同様

の技術を使用する際に権利侵害となる範囲を広くカバーしています。 

4o 

あなた: 
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生成したアイデアに直結するニーズの候補を多角的に予測、提案してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

「ナノ材料を使用したモーターコア」のアイデアに直結する多角的なニーズ

の予測と提案 

 

1. エネルギー効率向上ニーズ 

• 背景: エネルギー効率化がグローバル課題となる中、産業用・家庭用モータ

ーはさらなる省エネが求められています。 

• 具体的ニーズ: 

o **電気自動車（EV）**の航続距離延長 

o 家電製品の省エネ性能向上（エアコン、洗濯機など） 

o 産業用モーターの電力コスト削減 

 

2. 高周波モーターへの適用ニーズ 

• 背景: EV やロボットなどの分野では、モーターが高周波で駆動されるケースが

増加しています。従来の材料では高周波領域での損失が課題となっていま

す。 

• 具体的ニーズ: 

o EV モーターの高周波インバータ対応 

o ドローンや小型ロボット向けの高効率駆動 

o 風力発電用の高周波モーターの性能向上 

 

3. 小型化・軽量化のニーズ 

• 背景: 搭載スペースや重量の制約がある EV、ドローン、航空機向けには、モ

ーターの小型・軽量化が重要です。 

• 具体的ニーズ: 

o 自動車の重量軽減による航続距離の向上 

o ドローンの飛行時間延長 

o 家電製品の設置性・使い勝手の向上 
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4. 耐久性・メンテナンスフリー化のニーズ 

• 背景: 鉄粉のナノコーティングにより摩耗や腐食を防ぐことで、メンテナンスコ

ストの削減が期待されます。 

• 具体的ニーズ: 

o EV モーターのメンテナンスフリー化 

o 産業用モーターの稼働率向上（故障頻度低減） 

o 家電製品の長寿命化 

 

5. 環境負荷低減のニーズ 

• 背景: カーボンニュートラルや SDGs への対応が世界的な目標となる中、省エ

ネ製品の普及が求められます。 

• 具体的ニーズ: 

o 二酸化炭素排出削減目標の達成に貢献するモーター 

o リサイクル可能な材料使用による環境負荷軽減 

o 低消費電力な家電製品の普及 

 

6. 高信頼性が求められる産業・医療分野のニーズ 

• 背景: 医療機器や航空機などの分野では、高い信頼性と長寿命が求められ

ます。 

• 具体的ニーズ: 

o 医療用ポンプや人工心臓向けの高信頼性モーター 

o 航空機用モーターの耐久性強化 

o 工場の生産ラインで使用されるモーターの長期稼働対応 

 

7. 電磁干渉（EMI）防止のニーズ 

• 背景: 高性能化に伴い、電磁波干渉の問題が深刻化しています。電磁波干渉

を防ぐ材料が求められます。 

• 具体的ニーズ: 

o EV や家電における電磁干渉の抑制 

o 通信機器と共存できる産業用モーターの設計 

o 医療機器への影響を抑えたモーター開発 
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8. コスト削減ニーズ 

• 背景: ナノ材料を用いたコーティングによる初期コストが高くなる可能性があり

ますが、トータルコストの削減が求められます。 

• 具体的ニーズ: 

o 長寿命によるライフサイクルコスト削減 

o 大量生産における低コスト化の技術開発 

o 政府の省エネ補助金対象製品への対応 

 

9. 高温環境への適応ニーズ 

• 背景: モーターの使用環境によっては、耐熱性が求められます。ナノ材料は熱

伝導性の向上にも寄与するため、効率的な熱管理が可能です。 

• 具体的ニーズ: 

o 電気自動車や工場内での高温耐性モーターの需要 

o 発電所やデータセンター用の冷却性能強化 

o 宇宙用途での過酷な温度環境への対応 

 

10. プレミアム市場向けニーズ 

• 背景: 新技術による高効率モーターは、高級車やハイエンド家電など、プレミ

アム市場でも需要があります。 

• 具体的ニーズ: 

o 高級電気自動車向けの最先端モーター 

o 高性能・静音を追求するハイエンド家電製品 

o 企業のプレミアムイメージを高める環境対応製品 

 

まとめ 

「ナノ材料を使用したモーターコア」のアイデアは、多岐にわたる分野に応用が期待さ

れ、エネルギー効率の向上、環境負荷の削減、高耐久性といった社会的ニーズに直

結しています。EV、産業機械、家電、医療機器など、成長分野におけるニーズに応え

ることで、競争優位性を高める可能性があります。また、将来的な製品コスト削減や

規制対応においても、重要な役割を果たす技術です。 

4o 
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あなた: 

生成したアイデアを軸にして展開可能な事業化ストーリーを提案してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

「ナノ材料を使用したモーターコア」に基づく事業化ストー

リー提案 

 

1. ビジョンの設定 

• ビジョン: 「省エネ・長寿命モーターによる持続可能な社会を実現」 

• ミッション: 「ナノ材料を活用したモーター技術で、産業、交通、家庭におけるエ

ネルギー効率を革新する。」 

 

2. 市場ターゲットとポジショニング 

1. 自動車業界: 

• 市場: 電気自動車（EV）、ハイブリッド車（HV）のモーター市場 

• ニーズ: EV の航続距離向上、エネルギー消費削減、メンテナンスフリー 

• ポジショニング: 高効率・長寿命のモーターコアで EV メーカーとの共同開発 

2. 産業用モーター市場: 

• 市場: 工場用モーター、発電所向けモーター 

• ニーズ: 高温環境での稼働、高周波運転、低メンテナンス 

• ポジショニング: 省エネ性と信頼性を両立するモーター部品を提供 

3. 家電・IoT 分野: 

• 市場: 高効率家電、スマートデバイスの小型モーター 

• ニーズ: 静音性、軽量化、省電力 

• ポジショニング: 高級家電市場における「静音・省エネ」を実現する部品メーカ

ー 
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3. 製品戦略 

• 第一フェーズ: 

o コア製品: ナノ材料コーティングモーターコア（EV、産業用） 

o 販売開始: 大手モーター部品メーカーへのライセンス提供 

o 付加価値: 鉄損 30％以上削減の証明データ提供 

• 第二フェーズ: 

o 応用製品: スマート家電向け小型モーター 

o OEM 提供: 家電メーカーとの協業で高性能家電市場へ進出 

 

4. 収益モデル 

1. ライセンス収入: 

• 自動車・産業用モーター企業に技術をライセンス供与 

• 長期契約により安定した収益確保 

2. 共同開発契約: 

• EV メーカー、産業機械メーカーとの共同開発契約を通じた研究資金の確保 

• 製品ローンチ時の利益分配契約 

3. 製品販売: 

• 自社ブランドでの小型モーター製造・販売 

• 家電メーカー向け OEM 供給で販売拡大 

 

5. 技術開発ロードマップ 

1. 短期目標（1～2 年） 

• プロトタイプ開発と性能評価 

• 国内外のモーター部品メーカーとのパートナーシップ構築 

• 特許出願と知財戦略の確立 

2. 中期目標（3～5 年） 

• EV 向けモーターコアの量産化 
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• 海外市場への展開と大手企業とのアライアンス強化 

• 家電向けの小型モーター市場参入 

3. 長期目標（5 年以降） 

• 高度なナノ材料応用による次世代モーターの研究 

• リサイクル可能なモーター材料の開発 

• 持続可能性を重視した CSR 活動の展開 

 

6. マーケティング戦略 

1. 展示会と業界イベントへの参加: 

• 自動車、産業機械、家電の展示会に積極的に出展 

• 製品デモを通じて技術の優位性をアピール 

2. 共同研究発表: 

• 大学や研究機関と共同で研究成果を発表 

• EV 市場や持続可能な開発をテーマにしたカンファレンスでの発信 

3. PR・広告: 

• 「省エネ・高効率」をキーワードに広告展開 

• 環境に配慮した企業イメージを訴求 

 

7. 課題とリスク管理 

1. 課題: 

• 量産技術の確立: ナノ材料のコーティングは製造コストが高いため、量産にお

ける技術革新が必要。 

• 競争環境: 競合するモーター技術との性能競争に対応するため、継続的な研

究開発が不可欠。 

2. リスク管理: 

• 原材料調達: ナノ材料の供給リスクを回避するため、複数のサプライヤーを確

保。 
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• 法規制対応: 各国の環境規制や知的財産に関する法制度に準拠した製品開

発。 

 

8. サステナビリティと社会的責任（CSR） 

• 環境目標: 高効率モーターの普及により、CO₂排出量の削減に貢献。 

• 社会貢献: 持続可能なエネルギー社会に向けた技術支援プログラムを展開。 

• リサイクル: 使用済みモーターコアの回収・リサイクルシステムの構築を目指

す。 

 

9. 成功シナリオ 

• 3 年後: EV 業界での採用事例が増加し、業界標準の技術としての地位を確

立。 

• 5 年後: 産業用モーターおよび家電市場にも進出し、売上が急成長。 

• 10 年後: サステナビリティ重視の社会におけるキープレーヤーとして、グロー

バルな市場シェアを拡大。 

 

10. 事業化のゴール 

• ナノ材料を使用したモーターコアのグローバルスタンダード化 

• 年間売上目標: 100 億円（EV 市場を含む） 

• 社会的インパクト: 持続可能な社会の実現に向けたエネルギー効率の高い製

品の普及 

 

この事業化ストーリーは、市場ニーズ、技術革新、社会的責任の 3 つの要素をバラン

ス良く統合し、モーター市場における差別化されたビジネス展開を可能にします。 

4o 

あなた: 

JP4325950B.pdf 

PDF 

JP4535070B.pdf 

PDF 
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JP4706411B.pdf 

PDF 

JP2006049789.pdf 

PDF 

JP2007012744.pdf 

PDF 

JP2007012745.pdf 

PDF 

JP2008041685.pdf 

PDF 

JP2019033107.pdf 

PDF 

JPWO2010084812.pdf 

PDF 

このアイデアに近い先行特許が見つかりました。これらの特許を回避した特許請求の

範囲に修正してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

回避するための特許請求範囲の修正案 

参考文献として提供された複数の特許（JP4325950B、JP4535070B、JP4706411B な

ど）では、磁性粒子表面の絶縁被膜の設計や多層コーティング、フェライト層の使用

が関連しています。これらの特許の範囲を避けながら、「ナノ材料を使用したモーター

コア」の発明に対する特許請求の範囲を以下のように修正します。 

 

特許請求の範囲（修正案） 

請求項 1: 

鉄粉を含む金属磁性粒子と、その表面に形成されたナノ材料層を備え、該ナノ材料

層が複合材料としてカーボンナノチューブまたはグラフェンを含むことを特徴とするモ

ーターコア。該ナノ材料層は、従来の酸化物やフェライト層とは異なり、電気抵抗を向

上させつつ強磁性特性を維持する。 

請求項 2: 

請求項 1 に記載のモーターコアにおいて、ナノ材料層が厚さ 5～50 ナノメートルの範

囲で形成され、コーティング技術により磁性粒子と高い接着性を有することを特徴と

する。 
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請求項 3: 

請求項 1 または 2 に記載のモーターコアにおいて、ナノ材料層が鉄粉表面に**CVD

（化学蒸着法）または ALD（原子層堆積法）**を用いて形成されることを特徴とするモ

ーターコア。 

請求項 4: 

請求項 1～3 のいずれかに記載のモーターコアにおいて、磁性粒子のコーティング層

にプライマー層を設け、該プライマー層が界面接着性を強化し、長期の耐摩耗性を向

上させることを特徴とするモーターコア。 

請求項 5: 

請求項 1～4 のいずれかに記載のモーターコアにおいて、ナノ材料層の導入によっ

て、従来技術で使用される酸化物コーティング層やフェライト層を不要とすることを特

徴とする。 

請求項 6: 

請求項 1～5 のいずれかに記載のモーターコアにおいて、ナノ材料層の存在により、

モーターの高周波運転時の鉄損が 30％以上削減されることを特徴とするモーターコ

ア。 

 

回避戦略の要点 

1. 異なるコーティング材料の使用: 

o 先行技術が多く使用している酸化物層やフェライト層を回避し、グラフ

ェンやカーボンナノチューブを採用することで、差別化を図ります

(JP4706411B)(JP2019033107)。 

2. 高度な堆積技術の活用: 

o スパッタリングや CVD などの従来法だけでなく、ALD を含む先進的な

成膜技術を明記し、プロセス面での独自性を確保します(JP4535070B)

(JPWO2010084812)。 

3. プライマー層の導入: 

o コーティング層の接着性向上のためにプライマー層を付与する点で、

既存の技術と区別します(JP2007012744)。 

4. 他の機能を持つナノ材料: 

o ナノ材料として、電気絶縁性向上や渦電流低減を目的とする新規設計

を強調し、フェライト膜の破壊や絶縁膜の厚み増大による問題を回避し

ます(JP2006049789)(JP2019033107)。 

5. 環境への適応性: 

o 先行特許で言及されていない高周波領域での鉄損減少効果を明記

し、EV 市場や高性能モーター市場向けのアプローチを強調します。 
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このように、コーティング素材の違い、堆積技術の差別化、プライマー層の使用といっ

た点を盛り込むことで、既存の特許範囲を回避しつつ、独自性のある特許請求を構

成しました。これにより、技術的・法的な問題を回避し、事業展開における競争力を確

保します。 

4o 

あなた: 

JP7485254B.pdf 

PDF 

JP7491486B.pdf 

PDF 

JP7533812B.pdf 

PDF 

先行特許が見つかりました。さらに修正案を提案してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

先行特許を考慮した「ナノ材料を使用したモーターコア」の回避案 

先行特許（JP7485254B, JP7491486B, JP7533812B）を踏まえた上で、以下のように

特許請求の範囲を修正し、独自性を確保しつつ、特許回避を目指します。 

 

回避を考慮した特許請求の範囲（修正案） 

請求項 1: 

鉄粉を含む金属磁性粒子の表面にナノ材料をコーティングしたモーターコアにおい

て、該ナノ材料が酸化グラフェンとカーボンナノファイバーの複合層で構成され、該複

合層が電気抵抗を向上させるとともに、高周波領域での磁気損失を低減することを特

徴とするモーターコア。 

 

請求項 2: 
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請求項 1 に記載のモーターコアにおいて、コーティング層の形成には、ゾルゲル法ま

たはプラズマアシスト CVD 法が使用され、これにより均一な薄膜層が構築されること

を特徴とする。 

 

請求項 3: 

請求項 1 または 2 に記載のモーターコアにおいて、ナノ材料のコーティング層の厚さ

が 1～20 ナノメートルの範囲であり、磁性粒子の性能を最大化することを特徴とす

る。 

 

請求項 4: 

請求項 1～3 のいずれかに記載のモーターコアにおいて、有機バインダー層をナノ材

料層と磁性粒子の間に設けることにより、耐久性および長期間の接着性が向上する

ことを特徴とする。 

 

請求項 5: 

請求項 1～4 のいずれかに記載のモーターコアにおいて、コアが温度依存性の異方

性を抑制する構造を持ち、モーターが 50°C 以上の高温環境でも安定的に作動する

ことを特徴とする。 

 

請求項 6: 

請求項 1～5 のいずれかに記載のモーターコアにおいて、コーティング層が従来のカ

ーボンナノチューブ単層膜ではなく、酸化グラフェン・カーボンナノファイバーの複合層

を採用し、これにより特許 JP7485254B や JP7533812B に示される範囲を回避するこ

とを特徴とする。 

 

請求項 7: 

請求項 1～6 のいずれかに記載のモーターコアが、電気自動車（EV）、高性能家電製

品、または産業機械に搭載され、従来のモーターに比べて電力損失を 30％以上削減

することを特徴とする。 
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回避の要点 

1. 異なるナノ材料の選択: 

o カーボンナノチューブの単一使用を避け、酸化グラフェンとカーボンナ

ノファイバーの複合層を導入することで、JP7485254B や JP7491486B

の範囲を回避します(JP7485254B)(JP7491486B)。 

2. 製造プロセスの差別化: 

o 従来の CVD 法や単純な混練工程から離れ、ゾルゲル法やプラズマア

シスト CVD 法を使用した新しい成膜技術を強調します(JP7491486B)。 

3. 構造的な工夫: 

o 高温環境での安定性と、接着強度向上のための有機バインダー層を

導入することで、特許 JP7533812B との差別化を図ります

(JP7533812B)。 

4. 機能的な差別化: 

o 温度依存性の異方性を抑制する設計を強調し、厳しい使用環境でも

性能を維持する点をアピールします。 

 

この修正により、先行特許の技術的範囲を避けながら、独自の技術的優位性を確保

することが可能になります。また、電気自動車や産業用モーターなど、成長市場にお

ける競争力も高めることが期待されます。 

4o 
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